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Ⅰ　は じ め に

　1947年に制定された教育基本法が半世紀以上を経た2006年に改正された。そ
の中で新たに設定された第７条第１項において、大学の役割は以下のように規
定されている。

（大学）
第�七条　大学は、学術の中心として、高い教養と専門的能力を培うとともに、

深く真理を探究して新たな知見を創造し、これらの成果を広く社会に提供す
ることにより、社会の発展に寄与するものとする（教育基本法第７条第１項）。

　また、法律改正に先立つ2005年に答申された中央教育審議会「我が国の高等
教育の将来像」第１章第２節では、教育と研究という従前よりの大学の使命に
対する「第三の使命」としての社会貢献の役割が以下のように明示されている。

　大学は教育と研究を本来的な使命としているが、同時に、大学に期待され
る役割も変化しつつあり、現在においては、大学の社会貢献（地域社会・経
済社会・国際社会等、広い意味での社会全体の発展への寄与）の重要性が強
調されるようになってきている。当然のことながら、教育や研究それ自体が
長期的観点からの社会貢献であるが、近年では、国際協力、公開講座や産学
官連携等を通じた、より直接的な貢献も求められるようになっており、こう
した社会貢献の役割を、言わば大学の「第三の使命」としてとらえていくべ
き時代となっているものと考えられる（中央教育審議会［2015］）。

　これらの社会的課題のもとで、愛知工業大学を擁する名古屋電機学園では、
2018年３月に策定された第Ⅰ期中期経営方針において、学園のミッションを「教
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育のモットー『創造と人間性』にもとづき、社会の発展に貢献する豊かな人間
性を備えた人材の育成」と定め、外部環境変化に対応したミッション実現のた
めのビジョン「α（アルファ）」を示した。これは学校の本質的な「教育」「研
究」「社会貢献」の３つの柱からなる（名古屋電機学園ホームページ「学園案内：
経営方針」）。
　本稿の第一著者１）は名古屋電機学園愛知工業大学に奉職する教員として、
日々の教育活動はもとより、専門分野である管理会計研究とそれを通じた地域
企業の実践活動への貢献を志してきた。その中の課題のひとつとして、理論構
築と実務展開の連携が挙げられる。学術研究としての理論構築は研究者であれ
ば常に目指すべきところではあるが、複雑化・グローバル化の進んだ社会環境
下において、企業実務にそれらの理論を適用する際のハードルはかなり高いと
言わざるを得ない。実務においては、様々な外部・内部要因による変化が連続
的に生じており、単純化・標準化を旨とする理論化とはある意味ベクトルの向
きが異なるためである。
　本報告は、これらについて日々悩みながらも実践してきた産学連携共同研究
の進捗報告である。岐阜県に位置する地域優良企業、矢橋ホールディングス株
式会社、および同社子会社の矢橋林業株式会社のみなさまとのご縁とご協力を
得て、2019年より継続的に同社との共同研究を推進しており、コロナ禍の現在
も継続中である。2021年度には活動の成果も出始めており、来たる2022年度に
は国内外でその成果を研究発表していくことになっている。
　以下、Ⅱ章では、産学連携の協力企業である矢橋ホールディングス株式会社
およびその創業家である矢橋家、また、プロジェクトの対象現場となっている
同社グループ会社の矢橋林業株式会社について紹介する。Ⅲ章では、同社で実
施されている「原価プロジェクト」のこれまでの活動概要を整理する。さらに、
Ⅳ章において、これまでの活動で得られた成果例を示す。最後にⅤ章において、
本事例を踏まえて、教育活動、理論研究と社会貢献活動の統合型実践という視
点から、大学における産学連携の可能性について若干の考察を行う。

１）以下、筆者とは第一著者のことを指す。第二著者を指す場合にはその旨を記載する。
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Ⅱ　矢橋ホールディングス株式会社、矢橋林業株式会社

　本章では、2019年以降、共同研究を行ってきた矢橋ホールディングス株式会
社（以下、矢橋HD）および、活動の対象となっている同社子会社の矢橋林業
株式会社（以下、Ｙ社）についての概要を紹介する２）。

１．矢橋ホールディングス株式会社
　矢橋グループは、現在の岐阜県大垣市一帯に代々続く矢橋家により創業され
た。本節では、矢橋家の代々の家訓から導かれた矢橋HDの経営理念に注目し、
また、傘下の矢橋グループについての概略を示す。

①　矢橋家の家訓
　矢橋家については、2013年８月20日から31日に岐阜新聞に連載され、のちに
発刊された、同社論説委員の藤田氏による『千紫万紅　矢橋家』に詳述されて
いる。同書によれば、矢橋家は大垣で代々続く家柄として、以下のように紹介
されている。

　俳人松尾芭蕉も泊まった県内屈指の旧家。『日本外史』の著者・頼山陽が
来遊したり、吉田茂の側近だった白洲次郎の妻で随筆家の白洲正子も幾度と
なく同家の牡丹園を訪れている。先祖は、嵯峨天皇から分かれた氏族・嵯峨
源氏までさかのぼる。大垣の赤坂に住み、矢橋の姓を名乗ったのは彦十郎か
ら、矢橋本家初代当主だ（藤田2014，p.6）。

図表１は、代々続いた矢橋家の家系図の一部である。

２） 本章は、第二著者であるグェン・タン・ディンの修士論文（グェン［2022］）の第2章をも
とに加筆修正したものである。また、Ⅱ章の記述においても同論文を一部参照している。
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図表１　矢橋家系図（一部）
出典：グェン［2022］p.14（藤田［2014］p.7より一部抜粋して作成）

　矢橋家はこの他にも様々な人材を輩出し、多くの事業に携わってきた。「分
家を繰り返してきたことで、総本家を「東矢橋（もしくは地名から辻矢橋）」
と呼び、敬吉の家系を「西矢橋」、亮吉の家系を「南矢橋」と呼ぶ。ちなみに
藤十郎の六男・長慶は、医者となり京都に移ったが、その家系は「北矢橋」と
呼ばれた（ibid., p.7）。
　図表１の右下に位置している、矢橋HDの代表取締役社長である矢橋龍宜氏
に至る系譜は、以下のように紹介されている。

　矢橋家が起業の道を歩むのは、分家した三郎兵衛の６代目・宗太郎から。
長男は敬吉で、当主は龍吉、龍太郎へと継がれ、林業、石灰業を興した。龍
太郎はミツカングループの創業家、中埜家の７代目又左エ門の次女、茅子と
結婚。その長男が現在、矢橋ホールディングスを率いる龍宜（52）だ（ibid., 
pp.6-7、ただし、矢橋龍宜氏の年齢は2014年当時）。

　矢橋龍宜氏は、1961年生まれ、1984年に矢橋林業、三星砿業株式会社（以下、
三星砿業）に入社された。1998年に両社社長に就任された後、2007年４月に矢
橋HDを設立し、社長に就任された（ibid., p.33）。同氏によれば、矢橋家の家
訓は以下の３つである。

分家 本家
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【 陰徳を積め】偽善的行為を恥じ、本当に世のため、人のために役立つため
にはどうすればよいのかを考え密かに徳を尽くす。

【商売に頼るな】事業や金に頼るなということである。
【 書画骨董に親しめ】人の造る美の中に人の偉大な力、無限の力を知ること

である。一椀の茶碗から創造力とは何かを知る。飾る書画骨董の取り合わ
せの中に調和とは何かを知る。そこに自分の美意識を認識する。つまり、
自分を知るということである。

 （ibid., p.36, 矢橋HD ホームページ）

　矢橋家のこれらの家訓は、矢橋HDの経営理念の基となっていると考えられ
る。同氏はまた、以下のように語っている。

　今、私は、事業の中で陰徳を積むべきだと思っています。営利行為の中で
徳を積む事を同時に如何に行うかを追求していくことが矢橋の歩むべき道だ
と考えています（ibid.）。

　このような創業家の家訓が矢橋グループの経営に与える影響ははかりしれな
いものがあると考えられる。それらを抜きにしては、同社の経営を論じること
はできないであろう。

②　矢橋ホールディングス・矢橋グループの経営理念
　矢橋HDおよび国内外の子会社からなる矢橋グループは、「国内９社、海外７
社の16社からなる「人間探求企業」である（同社提供資料）。
　同社は、独自の技術による資源の完全利用を目指して事業を展開しており、
日本国内、ベトナム、ミャンマー、韓国、シンガポールを舞台に幅広い事業を
行っている。1961年設立、資本金4,068万円の中堅製造企業である。従業員数は、
日本国内が533名、ベトナム、韓国等のアジアを中心に国外が578名（いずれも
2021年１月現在）であり、国内外で幅広く事業展開されている。本社である矢
橋HDはじめ、同社の主な事業所は岐阜県大垣市に位置する（矢橋HDホームペー
ジ）。2022年１月１日現在で、７か国の国籍を持つ社員がいる（岐阜新聞2022
年１月１日）グローバルな企業である。
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　グループ企業で最も古い矢橋工業株式会社は1926年の設立であるが、矢橋
HDの沿革としては、1961年設立の三星砿業に遡る。グループ全体としての主
事業は、石灰石の採掘・石灰製品の製造販売を行う石灰事業、住宅設計・施
工・販売と木材のプレカット等を行う木材事業とそれと連携する海外CADセ
ンター、金属加工やオーダー機械の開発設計等を行う金属事業であり、海外生
産を含め、幅広く業種を拡大、展開されてきた。
　矢橋HDの企業理念は、「人を知る。人間を探求する。『人間探求』」である。
同社ホームページによれば、「企業は、社会を構成する大事な要素のひとつで
ある。そして、企業はまた、社員というひとりひとりの人間によって支えられ
ている。企業を、さらに社会を成立せしむる最小単位が「人」であることを考
えれば、私たちは個々の人間をよりよく知らなければならない。矢橋グループ
は、人を知り、人間を探求する企業体でありたい。（…中略…）矢橋グループは、
やはり人間を第一と考える。社員、ひとりひとりの才能を発掘し能力を開発す
る。その力を結集して、人が幸福で豊かに暮らせるためのモノづくりに傾注す
る（矢橋HDホームページ「経営理念」）。
　矢橋家の家訓に基づいた同社の経営理念を常に希求することにより、同社の
お客様だけではなく、社員や地域社会も幸せにすることが重要と考えているの
である。

③　矢橋グループ各社
　矢橋グループは、子会社としての多様な業務の各社を有している。矢橋林業
は矢橋グループの子会社の一つである。長らくグループの中心的事業であった
石灰事業に並ぶ新しい可能性のある事業として、環境にやさしい持続可能性の
ある木材事業や鋼材事業を行っている。2022年１月には、ニューズウィーク誌
上に、以下のように紹介もされている。

　“Yabashi Holdings: Committed to carbon offsetting as focus shifts”
　As it looks to the future, Yabashi Holdings is working towards carbon 
neutrality and is turning its attention to its wood and metal divisions. 
“What's important is to move towards carbon neutrality by planting more 
greenery and also having an agricultural business.” Tatsuyoshi Yabashi, 
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President, Yabashi Holdings Co., Ltd.（News Week［2022］p.16）

　このように、矢橋グループは、地場資源の強みを活かした石灰業、環境によ
り優しい林業、鋼業をコア事業として、国内のみならず、海外事業を拡大して
きたのである。
　一方、2007年にはガバナンスの強化や連結経営の全体最適を図るため、三星
砿業を新設分割により、ホールディングスカンパニーを設立し、矢橋林業や矢
橋工業等中核企業を順次子会社化して、財務面からも資金効率を実践しHD体
制を確立していった。矢橋グループの各社は図表２に示される。

図表２　矢橋グループ関連図（2021年12月１日現在）
出典：矢橋HD提供資料

　図表２に示される子会社のうち左から３番目に矢橋林業株式会社、すなわち
Ｙ社が示されている。
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２　矢橋林業株式会社（Ｙ社）の課題
　Ｙ社は、矢橋グループの子会社として1953年に設立された。木材事業と鋼材
事業を行っている。資本金4,500万円、従業員数165名（2021年１月現在）である。
中小企業基本法の定義によれば、同社は中小企業に相当する。

①　Ｙ社の組織構造
　Ｙ社の組織は、図表３に示すとおりである。

図表３　Ｙ社の組織図（2021年12月１日現在）
出典：Ｙ社提供

　図表３によれば、Ｙ社は、本部として建設事業本部、木材事業本部、生産本
部、鋼材事業本部、ソハード事業部に分かれている。同社ホームページで紹介
されている各事業部・部門の役割は、以下のとおりである。

建設事業本部
　営業部では、「人が住むべき緑豊かな心休まる良い環境に、自然素材を活
かした日本の伝統を受け継ぐ家に住まう。日本の原風景を取り戻し、心豊か
な暮らしができる住環境をつくる」という理念のもと、「矢橋の家」を提案
している。住宅設計を行っている設計部では、環境設計にも力を注いでおり、
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住宅の庭づくりに、自然との共生を大切にすべく配慮した設計思想を込めて
いる。工事部は「矢橋の家」等の木造住宅、鉄骨建築の建築現場の施工・施
工管理を主業務とし、住友林業㈱住宅事業本部、住友林業ホームテック㈱の
指定工事も受注。土木、造園、地盤調査、測量、地盤改良、土地造成、基礎
工事等も行っている。リフォーム・アフターメンテナンスにおいては、お客
様の満足を得て、さらに充実した住空間を提案している。

木材事業本部（営業部）
　住宅のサッシや建具等の建材、システムキッチン・バス等の設備、さらに
太陽光発電システムの施工販売等も手がけている。構造材・羽柄材プレカッ
ト製品・再割製品をはじめとした自社製品の種類も多く、工務店・法人様向
け住宅事業支援サービス「Yabashi Process Support Link」の営業も行って
いる。

生産本部
　100年耐えられる本物の家を創るー 。矢橋林業の本物指向を支えているの
が、木材加工を主業務としている垂井工場と昼飯工場。安心安全で心豊かに
暮らせる住まいを提供できるよう、きれいな作業現場で安全と高品質につな
がるものづくりを行っている垂井工場。その中にある矢橋工房では、漆器
や家具を製作。伝統的な日本文化を継承した、しっかりとした住宅を創り
たいーそのための固有の技術を確立し、伝統の技を守りゆく象徴として、
「匠」の思想と技術を追求している。赤坂工場では金属加工を行っている。
溶接、組立加工の性能評価認定工場（Ｒグレード）である赤坂工場では、
VINAWHITE（ベトナム）と連携し、自社製加工機の製作をはじめ多角的
な鋼材加工を行っている。生産技術と品質管理を担う生産技術部は、機械制
御、電気、設計、加工の技術を持つ技術者の集結部隊として、現場改善や、
オーダー機械製造等の場面で活躍している。

鋼材事業本部
　営業部では、お客様のニーズに合わせて機械、制御設計、製造、設置、調
整まで一貫して行っている「矢橋のオーダー機械」の受注や、自社工場で製
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造加工された製品、流通鋼材、土木製品等の販売を行っている。建設部では
プラント設備の施工及び営繕工事を行っている。

ソハード事業部
　ITインフラ構築・運用・保守及びシステム開発を担当。日本国内でシス
テムを設計し、ベトナムのVINACADと連携してプログラム開発を行う。事
業部門では、エアコン等の空調や事務機器等を販売。デジタルプリンターに
よる広報物の印刷も行っており、社内報「UMIYURI」等も自社にて印刷し
ている。
（以上、Ｙ社ホームページ）

　これらの事業部を通じて、主として木材、鋼材に関わる、原材料から最終形
としての住宅建設、あるいは機械設備製造まで、一貫して携わることができる
のが同社の大きな強みである。

②　Ｙ社の財務状況
　矢橋HDの連結業績は、売上高、利益率、キャッシュ・フローともに好調に
推移してきている。2007年のHD体制移行後は、グループ資産の一括管理や、
金融管理の一元化等も推進し、グループ全体での経営効率向上を実現された。
　しかしながら、矢橋HDの子会社としてのＹ社については、顧客および市場
の急激な需要減少や、原材料費の高騰等、様々な外部の影響を受けて、近年は
赤字を記録した年もあった。
　図表４は、Ｙ社の財務状況についてその概況をみるために、2009年度から
2019年度までの11年間の同社の決算書データの提供を得て、この期間における
同社の売上高および利益の推移について分析したものである。
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図表４　Ｙ社の売上高および利益率の推移（2009年度〜2019年度）
出典：グェン［2022］p.19（Ｙ社提供の決算書データにより作成）

　図表４によれば、2010年度から2013年度まで、同社の業績は黒字続きであっ
た。その中でも、売上高と営業利益率が最も高いのは2013年度である。その要
因としては、消費税増税前の駆け込み需要による生産量の増加が挙げられる。
一方で、2014年度から2019年度までは赤字が続いている。2014年度については、
前年の駆け込み需要の反発と考えられ、その後についても、２度にわたる消費
税増税の延期や木材建築の需要全体の頭打ちあるいは減少といった外部環境の
影響を少なからず受けたものと考えられる。
　このような状況の下であっても、前述した矢橋HDによる財務改革の結果と
して、Ｙ社の総資本回転率は著しく改善されていた。HD化直前の2006年には
約1.1回転であったものが、2009年には約1.6回転、さらに、2015年には約2.1回
転にまで上昇した。
　しかし、売上高利益率に総資本回転率を乗じた総資本利益率（ROA）は、
売上高利益率の低下の影響を受けざるをえない。これを上昇させるためには、
利益額を回復させることが必要となる。外部要因の影響が強かったとはいえ、
Ｙ社としては何等かの対策が必要とされていた。
　このような需要の減少に対する対策として、営業拡大の努力はもとより、そ
れだけでなく、Ｙ社においては、2019年秋より新たなプロジェクトが開始され
た。プロジェクトについては次章以降で述べる。
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図 表 4  Y 社 の 売 上 高 お よ び 利 益 率 の 推 移 （ 2 0 0 9 年 度 ～ 2 0 1 9 年 度 ）  

出 典 ： グ ェ ン [ 2 0 2 2 ] p . 1 9 ( Y 社 提 供 の 決 算 書 デ ー タ に よ り 作 成 )  

図 表 4 に よ れ ば ， 2 0 1 0 年 度 か ら 2 0 1 3 年 度 ま で ， 同 社 の 業 績 は 黒 字 続 き で あ

っ た 。そ の 中 で も ，売 上 高 と 営 業 利 益 率 が 最 も 高 い の は 2 0 1 3 年 度 で あ る 。そ の

要 因 と し て は ，消 費 税 増 税 前 の 駆 け 込 み 需 要 に よ る 生 産 量 の 増 加 が 挙 げ ら れ る 。

一 方 で ， 2 0 1 4 年 度 か ら 2 0 1 9 年 度 ま で は 赤 字 が 続 い て い る 。 2 0 1 4 年 度 に つ い て

は ， 前 年 の 駆 け 込 み 需 要 の 反 発 と 考 え ら れ ， そ の 後 に つ い て も ， 2 度 に わ た る

消 費 税 増 税 の 延 期 や 木 材 建 築 の 需 要 全 体 の 頭 打 ち あ る い は 減 少 と い っ た 外 部 環

境 の 影 響 を 少 な か ら ず 受 け た も の と 考 え ら れ る 。  

こ の よ う な 状 況 の 下 で あ っ て も ， 前 述 し た 矢 橋 H D に よ る 財 務 改 革 の 結 果 と

し て ，Y 社 の 総 資 本 回 転 率 は 著 し く 改 善 さ れ て い た 。H D 化 直 前 の 2 0 0 6 年 に は 約

1 . 1 回 転 で あ っ た も の が ， 2 0 0 9 年 に は 約 1 . 6 回 転 ， さ ら に ， 2 0 1 5 年 に は 約 2 . 1

回 転 に ま で 上 昇 し た 。  

し か し ，売 上 高 利 益 率 に 総 資 本 回 転 率 を 乗 じ た 総 資 本 利 益 率（ R O A）は ，売 上

高 利 益 率 の 低 下 の 影 響 を 受 け ざ る を え な い 。 こ れ を 上 昇 さ せ る た め に は ， 利 益

額 を 回 復 さ せ る こ と が 必 要 と な る 。 外 部 要 因 の 影 響 が 強 か っ た と は い え ， Y 社

と し て は 何 等 か の 対 策 が 必 要 と さ れ て い た 。  

こ の よ う な 需 要 の 減 少 に 対 す る 対 策 と し て ， 営 業 拡 大 の 努 力 は も と よ り ， そ

れ だ け で な く ， Y 社 に お い て は ， 2 0 1 9 年 秋 よ り 新 た な プ ロ ジ ェ ク ト が 開 始 さ れ

た 。 プ ロ ジ ェ ク ト に つ い て は 次 章 以 降 で 述 べ る 。  
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Ⅲ　矢橋林業株式会社「原価プロジェクト」概要

　前章で紹介したように、Ｙ社の経営課題は需要に応じた原価管理とその基盤
となる現場リソース管理の改善であった。従前よりＹ社および矢橋グループ全
体としてトヨタ生産システム（Toyota Production System、以下、TPS）に基
づいた現場改善活動が行われていた。このような同社の現場活動を会計業務と
も連動させることを意図して新たに「原価プロジェクト」が開始された。筆者
もその活動に実践的に関わってきた。本プロジェクトはさらに、トヨタ自動車
株式会社の連結子会社であり、改善指導・人材育成による社会貢献を目指すコ
ンサルティング会社の株式会社OJTソリューションズ（以下、OJTS）の参画や、
管理会計を専門とする他大学研究者との研究連携等へと拡がった。

１　TPSとGKCに基づく「原価プロジェクト」
　プロジェクトに先立つ2019年９月、矢橋HD代表取締役社長の矢橋龍宣氏と
の面談を皮切りに、図表５のように随時、経営層との面談をさせていただいた。

PJ 活動区切り 面談日時・対象・検討内容

開始前 2019年９月11日（単）代表取締役社長 矢橋龍宣氏 ※１

Ｙ社の課題とプロジェクトの基本コンセプトヒアリング

第Ⅰフェーズ 2019年11月７日（単）取締役 矢橋龍樹氏
GKCの概要説明、Ｙ社の原価課題検討

第Ⅱフェーズ 2020年12月18日（単）代表取締役社長 矢橋龍宣氏
原価PJ進捗報告と今後の展開検討

第Ⅲフェーズ 2021年８月３日取締役 矢橋龍樹氏　※２

原価PJ各メンバー活動参加の感想まとめの報告
2022年１月３日（単）代表取締役社長 矢橋龍宣氏
　　　　　　　　　取締役 矢橋龍樹氏
2022年度国内外研究発表：PJの成果と意義について

　　　　※１　筆者単独の面談には（単）と付記。
　　　　※２　筆者による対面と会計研究者による遠隔参加のハイブリッド形式。

図表５　矢橋HD経営層との面談
活動記録にもとづいて筆者作成
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　プロジェクト開始前の面談において、矢橋社長からのご期待として「矢橋流
原価管理の再構築」という基本コンセプトを伺った。Ｙ社には原価が見えるし
くみが十分でないため、原価の異常が生じても管理が困難であるというご認識
からである。一方で、筆者からは、原価の実像を把握し、原価管理のあるべき
姿を追究するためには、製造現場を含むすべての業務の「流れ」を見える化し
て、流れの各箇所に存在する課題を発見して改善することの必要性を提言し、
ご理解を頂いた。
　具体的方策として、製造現場の流れ把握と現場能力の向上が必須であるとと
もに、活動の成果が現れた場合に備えて、それらを金額測定できる会計手法の
構築の必要性を指摘し、これについてもご理解をいただいた。それらをもとに、
原価プロジェクトは、図表６に示すとおり２つのサブプロジェクトで構成され
ることになった。

図表６　Ｙ社「原価プロジェクト」１つの目的・２つのプロジェクト
出典：Ｙ社提供の原価プロジェクト資料

　図表６にあるように、原価プロジェクトの目的は「矢橋流原価管理の再構築」
である。それを実現するためには、工場における製品の良い流れを実現するこ
とを目指す「現場力の向上プロジェクト（以下、現場力PJ）」および、経理部
門を中心として経営全体の良い流れを金額で測定することを目指す「会計の見
える化プロジェト（以下、会計PJ）」の両輪が必要となる。
　前者はTPSに立脚する現場の流れの見える化と改善活動である。また、
後者は現場改善を金額測定可能にする、現場改善会計論（Gemba Kaizen 
Costing、以下、GKC：上總［2018］；柊［2019a］［2019b］［2020a］［2020b］；
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プ ロ ジ ェ ク ト 開 始 前 の 面 談 に お い て ， 矢 橋 社 長 か ら は 経 営 観 点 か ら の ご 期 待

と し て 「 矢 橋 流 原 価 管 理 の 再 構 築 」 と い う 基 本 コ ン セ プ ト を 伺 っ た 。 一 方 で ，

筆 者 か ら は ， 同 社 が 管 理 す べ き 原 価 の 実 像 を 把 握 し ， 原 価 管 理 の あ る べ き 姿 を

追 究 す る た め に は ， 製 造 現 場 を 含 む す べ て の 業 務 の 「 流 れ 」 を 見 え る 化 し た 上

で ，流 れ の 各 箇 所 に お け る 原 価 課 題 を 発 見 し て 改 善 す る 必 要 が あ る 旨 を 提 言 し ，

ご 理 解 を 頂 い た 。   

具 体 的 方 策 と し て ， 製 造 現 場 の 流 れ 把 握 と 現 場 能 力 の 向 上 が 必 須 で あ る と と

も に ， 活 動 の 成 果 が 現 れ た 場 合 に 備 え て ， そ れ ら を 金 額 測 定 で き る 会 計 手 法 の

構 築 の 必 要 性 を 指 摘 し ，こ れ に つ い て も ご 理 解 を い た だ い た 。そ れ ら を も と に ，

原 価 プ ロ ジ ェ ク ト は ， 図 表 6 に 示 す と お り 2 つ の サ ブ プ ロ ジ ェ ク ト で 構 成 さ れ

る こ と と さ れ た 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 表 6  Y 社 「 原 価 プ ロ ジ ェ ク ト 」 １ つ の 目 的 ・ 2 つ の プ ロ ジ ェ ク ト  

出 典 ： Y 社 提 供 の 原 価 プ ロ ジ ェ ク ト 資 料  

 

図 表 6 に あ る よ う に ，原 価 プ ロ ジ ェ ク ト の 目 的 は「 矢 橋 流 原 価 管 理 の 再 構 築 」

で あ る 。 そ れ を 実 現 す る た め に は ， 工 場 に お け る 製 品 の 良 い 流 れ を 実 現 す る こ

と を 目 指 す「 現 場 力 の 向 上 プ ロ ジ ェ ク ト（ 以 下 ，現 場 力 P J）」お よ び ，経 理 部 門

を 中 心 と し て 経 営 全 体 の 良 い 流 れ を 金 額 で 測 定 す る こ と を 目 指 す 「 会 計 の 見 え

る 化 プ ロ ジ ェ ト （ 以 下 ， 会 計 P J）」 の 両 輪 が 必 要 と な る 。  

前 者 は T P S に 立 脚 す る 現 場 の 流 れ の 見 え る 化 と 改 善 活 動 で あ る 。 ま た ， 後 者

は 現 場 改 善 を 金 額 測 定 可 能 に す る ， 現 場 改 善 会 計 論 （ G e m b a  K a i z e n  C o s t i n g，

以 下 ， G K C :上 總 [ 2 0 1 8 ] ;  柊 [ 2 0 1 9 a ] [ 2 0 1 9 b ] [ 2 0 2 0 a ] [ 2 0 2 0 b ] ;  柊 ・ 上 總 [ 2 0 1 6 ]  

矢橋流原価管理の再構築
わかる：原価管理の現状把握

管理できる：原価管理のエキスパート育成
当たり前になる：原価管理業務の標準化とシステム化
貢献できる：８つのムダの再発見・自工程完結・原価企画

現場力の
向上ＰＪ

会計の
見える化ＰＪ

PJ キックオフ
2019/11/28
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柊・ 上 總［2016］［2017］［2018］［2022］；Hiiragi and Kazusa［2017］） の 考
え方を適用して会計の見える化を図る活動である。以下、それぞれの活動につ
いて概略を示す。

①　現場力の向上PJ：TPSに基づく工場の改善活動
　まず、現場力PJについての実施内容を示す。現場力PJでは、従前からのＹ
社における改善活動という基礎を活かし、さらにOJTSのトレーナー（改善・
人材育成の指導者：以下、TR）による指導を受けることで、Ｙ社の生産現場
の実力をさらに上げることが意図された。
　たとえば、TPSに基づいた「ものと情報の流れ図（Value Stream Map）」に
より生産現場での問題が発見できるようになる。そこで、現場での問題の真因
追求が可能となり、問題発見・問題解決が可能になった。さらに、工場の生産
現場だけでなく、設計（CAD）部門や工場管理部門にも改善活動が拡げられた。
　活動はフェーズを区切って目標設定をした上で日程計画が作成され、成果を
社内共有するために中間報告会、最終報告会が設定された。図表７は、2019年
11月のキックオフから2022年３月現在までの、現場力PJの活動記録である。

PJ活動
区切り

活動期間
Ａ：当初設定期間
Ｂ：コロナ禍での修正後

OJTS TRの定期指導回数  ※１
活動テーマ・報告会

開始前 2019年10月19日OJTS TRによる工場訪問・所見報告

第Ⅰ
フェーズ

Ａ：2019年11月
　　－2020年10月
Ｂ：2019年11月
　　－2020年７月　※２

活動計５回
ものと情報の流れ図」による現場の
問題発見と真因追求
2019年11月28日キックオフ
2020年６月26日中間報告会

第Ⅱ
フェーズ

Ａ：2020年８月
　　－2021年２月
Ｂ：2020年８月
　　－2021年３月　※３

活動計17回
工場・CAD部門の自工程完結、作業
の標準化、LT短縮
2020年11月19日中間報告会
2021年４月３日最終報告会
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第Ⅲ
フェーズ

Ａ：2021年４月
　　－2022年３月
Ｂ：2021年４月
　　－2022年６月　※４

活動計13回（2022年３月末現在，た
だし最終報告会予定を含む）
全体最適でのLT短縮・原価低減、工
場日報システムの確立・５大管理
2021年12月３日中間報告会
2022年６月最終報告会（予定）

※１　 報告会等を除き、対面指導のみカウント。第Ⅰ：１泊１日（初日午後＋２日目午前）、
第Ⅱ・Ⅲ：２泊２日（初日午後＋２日目終日＋３日目午前）が基本（一部短縮あり）。

※２　 第Ⅰ（月１回）は2020年３〜４月にコロナ禍により中断。５月に再開して、６月の中
間報告会で終了。活動は第Ⅱフェーズに継承され、改善主体の活動に発展した。

※３　 第Ⅱ（月複数回）は2020年８月開始、コロナ禍で１月中旬〜３月中旬は中断（Web指
導あり）。３月に再開して、最終報告会は４月初旬に延期された。

※４　 第Ⅲ（月複数回）は2021年４〜６月は自主活動が主でTR訪問は２回のみ。７月から定
期指導開始、コロナ禍で９〜10月中旬と１月中旬〜３月中旬は中断。３月下旬に再開
して、最終報告会は６月（予定）に延期された（2022年３月現在）。

図表７　「現場力の向上プロジェクト」活動概要
Ｙ社およびOJTS提供資料にもとづいて筆者作成

　図表７にあるように、フェーズごとに訪問指導の回数や期間は異なるものの、
段階をおって活動テーマや目標が設定され、OJTSのTRの指導のもとでＹ社の
現場メンバーが中心となって活動してきた。2019年１月の中国武漢での爆発的
流行から始まった新型コロナウイルスが2020年３月以降は日本国内でも猛威を
ふるった影響により活動期間は何度も中断・延長を余儀なくされた。しかし、
TRの訪問指導がない時期も、感染予防を徹底しながら同社メンバーが活動を
続け、TRによるWebフォローもあり、徐々に成果がでてきている。

②　会計PJ：GKCに基づく新たな原価計算と費用管理の実態把握
　現場改善と並行して、会計数値の把握方法、すなわち原価計算手法について
も大幅に見直しを図った。図表８は、2022年３月現在までの、会計PJの活動記
録である。
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PJ活動
区切り

活動期間　※１
実施回数

検討内容・報告会　※２

第Ⅰ
フェーズ

2019年12月
　－2020年７月　※３

活動計６回
◆定例PJ活動
　ヒアリング：訪問４回
　Ｙ社経理業務・原価管理等の実態調査
◆その他
 （単）2020年７月３日商流見える化ワーク：
　訪問１回
　顧客発注〜納品の商流を見える化（図解）
◆報告会等
（単）2019年11月28日キックオフ：訪問１回
　2020年６月26日中間報告会：訪問１回

第Ⅱ
フェーズ

2020年８月
　－2021年３月　※４

活動計28回
◆定例PJ活動：計10回
　ディスカッション： 訪問２回・遠隔４回・
　ハイブリッド４回
　 邸別原価表・運賃原価・材料原価・付加

価値分析暦年比較 等
◆ 原価PJ情報共有会（現場力PJ＋会計PJ）：
　計２回（訪問１回・遠隔１回）
　両PJの活動情報共有
◆その他：計14回
　現場PJ小テーマ発表会見学： ハイブリッド
　１回
　工場見学（グループ内別会社含む）：
　訪問１回
（単）Ｙ社担当者打合せ：訪問４回
（単）ヒアリング：訪問７回
　研究者のみ打合せ：遠隔１回
◆報告会等：２回
　2020年11月19日中間報告会：訪問１回
　2021年４月３日最終報告会： ハイブリッド
　１回
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第Ⅲ
フェーズ

2021年４月
　－2022年６月　※５

　 活動計22回（2022年３月末現在、ただし
最終報告会予定を含む）

◆定例PJ活動：計11回
　ディスカッション：訪問１回・遠隔６回
　邸別原価表・CAD商流図・損益分岐点
　加工量・決算書費用分析 等
　ヒアリング：遠隔４回
　原価PJ各メンバー意識調査　※６

◆その他：計８回
　ディスカッション：訪問２回
　決算書データによる個別費用分析　※７
（単）Ｙ社担当者打合せ：訪問２回
（単）ヒアリング：訪問２回
　研究者のみ打合せ：遠隔２回
◆報告会等：２回
　2021年12月３日中間報告会：訪問１回
　2022年６月最終報告会（予定）

※１　現場力PJ活動期間Ｂに準じた区分だが、コロナ禍等で活動のない期間等を除く。
※２　 ヒアリング・ディスカッションは、対面・遠隔とも日程的に可能なメンバーが参加、

基本的に各３時間程度。コロナ禍による遠隔実施や一部メンバーが遠隔のハイブリッ
ド開催もあった。その他、筆者とＹ社各部署管理者との打合せは各１〜３時間程度で
同じ日に複数設定もあった。筆者単独の訪問には（単）と付記。なお、現場力PJと合
同での活動についても会計PJに含めて本図表内に表記している。

※３　 第Ⅰは2019年12月開始。12〜１月にヒアリングを実施後、コロナ禍で３〜６月は中断
し７月に再開。キックオフおよび中間報告会は現場力PJが主体であったため、筆者の
単独参加。商流見える化ワーク（会計PJ）も筆者とＹ社経理担当者で実施。

※４　 第Ⅱは2020年８月開始、コロナ禍での遠隔実施を含め継続的に活動。報告会では会計
PJも発表を開始。最終報告会はコロナ禍の影響で４月初旬に延期された。

※５　 第Ⅲは2021年５月より継続的に活動。５〜７月は原価PJの各メンバーにこれまでの活
動を振り返ってもらうヒアリングを実施した。最終報告会はコロナ禍の影響で６月（予
定）まで延期された（2022年３月現在）。

※６　調査結果についての経営層への概要報告は図表５に記載。
※７　第二著者の研究テーマに相当。詳細はグェン［2022］参照。

図表８　「会計の見える化プロジェクト」活動概要
活動記録にもとづいて筆者作成
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　図表８にあるように、第Ⅰフェーズではまず、Ｙ社の現状の原価管理、会計
処理についてのヒアリングを行った。第Ⅱフェーズの最初では、現場力PJが取
り組んだ「ものと情報の流れ図」の商流版として、最終顧客の発注からプレカッ
ト材納入までの業務の流れ図をＹ社経理部メンバーと筆者のワークショップに
より作成した。これにより、Ｙ社の直接のお客様のさらに先の最終顧客である
住宅を建てる「お施主さま」の発注に始まるすべての取引の流れの概略が図に
表された。その中で原価管理上の課題が発生しているポイントをしぼりこみ、
会計PJが取り組むべき３つのテーマが選択された。
　１つめは、邸別原価表という新たな原価計算ツールの構築である。お施主さ
まの家１軒ごとに、木材プレカットに関わるすべての収支を測定することを目
標に活動してきた。そのための基礎情報として各工程における作業時間データ
が必要とされたが、この点については、現場力プロジェクトや本社情報システ
ム部との連携により新たな「日報システム」構築を目指した。
　２つめは、材料費に関して、材料不良、加工不良、材料歩留等の諸要因が収
支に与える影響の特定である。これについても、帳簿数値だけでは判定しきれ
ないため、経理担当メンバーが工場に出向いて各担当者からヒアリングする等、
生産現場と連携して具体的データを収集、分析した。
　３つめは、プレカット材を建築現場に運搬する際の運賃に関わる問題点の発
見である。これについても会計情報からの金額の分析だけでなく、実際の手配
条件等にもとづいた問題点の洗い出しを行い、生産管理・改善のためのツール
である「連関図」の手法を用いて問題点の要因分析を行った。
　これらの活動において、会計PJの外部メンバーとして、京都大学名誉教授
の上總康行氏、大阪経済大学の浅田拓史氏、関西学院大学の吉川晃史氏の３名
も参加された。筆者の研究はアクション・リサーチとして実際にプロジェクト
の中に入り、活動内容に関わっていく手法をとっていたが、外部メンバーであ
る研究者各位には客観的立場から参与観察をしていただいき、学術的立場から
様々な意見をいただいた。それにより、会計理論と現場実務の関係についての
客観的考察が得られたと考えている。
　以上、現場力PJおよび会計PJの活動に関する概要を述べた。これらの活動
による成果については、その一部を次章で紹介する。
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Ⅳ　「原価プロジェクト」の成果例

　本章では、原価プロジェクトの活動成果について、現場力PJ、および会計
PJそれぞれについて具体例を示す。

①　現場力PJ：５大管理の管理ボード拡充
　プロジェクト開始時から、現場における管理の見える化は課題のひとつで
あった。OJTSによる座学や現場指導の下で、第Ⅲフェーズでは５大管理（安全、
品質、生産、原価、人事の５つに管理項目を分類）についての見える化活動が
実施された。図表９は、垂井工場における管理ボードの例である。

図表９　５大管理の管理ボード
Ｙ社提供資料

　図表９にあるように、５大管理項目ごとに、工場全体、各部門の管理数値を
定め、抽出された課題とそれに対する取り組みの一覧が掲示された。これによ
り、工場全体で現状と問題が共有されるとともに、改善活動の進捗や成果につ
いても誰もがわかるようになり、プロジェクト活動にもはずみがついた。また、
それらがさらに次に挙げるような具体的成果につながった。

②　現場力PJ：頻発停止の低減
　現場力PJの改善による成果事例として、2021年度上半期に垂井工場のプレ
カット設備に関する「頻発停止防止」がある。前述の５大管理ボード活用によ
り、2021年７月プレカット設備、中でも横架材用設備における頻発停止回数増
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加がただちに判明した。そこで、詳細データを収集し要因分析を行ったところ、
投入口のストッパーセンサーの誤作動によるものが46％、スリット加工ユニッ
ト箇所での短尺材のひっかかりに起因するものが42％を占めた。時期的に短尺
材加工が多めになった影響もあった。そこで、以下の改善が実施された。

１　 クランプ稼働に必要なストッパー先端部への材料の「あたり」を確実にす
るために治具を改良

２　材料投入時のアングルのズレを調整
３　クランプに材料があたらないための材料ガイドの改良
４　搬送ローラーとスリット部のレベル合わせ

　これらの対策により８月以降、頻発停止は激減した。頻発停止増加前の６月
と比較しても同設備の頻発停止は約４分の１となり工数低減にも貢献した。

③　会計PJ：邸別原価表
　会計PJが最も力を入れたのは、前述した邸別原価表という新たな原価計算
ツールの構築である。図表10は、邸別原価表の項目例を示している。

図表10　邸別原価表項目例
Ｙ社提供資料

　図表10に示される各項目を整理して邸別原価表の枠組みが構築された。その
枠組みをもとに、随時、必要データが蓄積された。特に重要な基礎情報である
時間データは、新たに構築した「日報システム」の適用範囲が拡大され、運用
が精緻化される都度、その正確性を増した。当初、１工程に絞ってトライされ
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②  現 場 力 P J： 頻 発 停 止 の 低 減  

現 場 力 P J の 改 善 に よ る 数 値 成 果 事 例 と し て ， 2 0 2 1 年 度 上 半 期 に 垂 井 工 場 の

プ レ カ ッ ト 設 備 に 関 す る 「 頻 発 停 止 防 止 」 が あ る 。 前 述 の 5 大 管 理 ボ ー ド 活 用

に よ り ， 2 0 2 1 年 7 月 プ レ カ ッ ト 設 備 ，中 で も 横 架 材 用 設 備 に お け る 頻 発 停 止 回

数 増 加 が た だ ち に 判 明 し た 。 そ こ で ， 詳 細 デ ー タ を 収 集 し 要 因 分 析 を 行 っ た と

こ ろ ，投 入 口 の ス ト ッ パ ー セ ン サ ー の 誤 作 動 に よ る も の が 4 6％ ，ス リ ッ ト 加 工

ユ ニ ッ ト 箇 所 で の 短 尺 材 の ひ っ か か り に 起 因 す る も の が 4 2％ を 占 め た 。時 期 的

に 短 尺 材 加 工 が 多 め に な っ た 影 響 も あ っ た 。そ こ で ，以 下 の 改 善 が 実 施 さ れ た 。  

 

１  ク ラ ン プ 稼 働 に 必 要 な ス ト ッ パ ー 先 端 部 へ の 材 料 の 「 あ た り 」 を 確 実 に す

る た め に 治 具 を 改 良  

２  材 料 投 入 時 の ア ン グ ル の ズ レ を 調 整  

３  ク ラ ン プ に 材 料 が あ た ら な い た め の 材 料 ガ イ ド の 改 良  

４  搬 送 ロ ー ラ ー と ス リ ッ ト 部 の レ ベ ル 合 わ せ  

 

こ れ ら の 対 策 に よ り 8 月 以 降 ， 頻 発 停 止 は 激 減 し た 。 頻 発 停 止 増 加 前 の 6 月

と 比 較 し て も 同 設 備 の 頻 発 停 止 は 約 4 分 の 1 と な り 工 数 低 減 に も 貢 献 し た 。  

 

③  会 計 P J： 邸 別 原 価 表  

 会 計 P J が 最 も 力 を 入 れ た の は ， 前 述 し た 邸 別 原 価 表 と い う 新 た な 原 価 計 算

ツ ー ル の 構 築 で あ る 。 図 表 1 0 は ， 邸 別 原 価 表 の 項 目 例 を 示 し て い る 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

図 表 1 0  邸 別 原 価 表 項 目 例  

番号 物件No 物件名 店名 年 月 日 目標時間 加工時間 差 人数 製品本数 分/本 加工坪数 加工賃売上 直接労務費単価 直接労務費 直接労務費2 間接労務費 労務費計 製造経費 一般管理費 加工原価 加工利益 構造材売上 構造材原価 材料利益 金物売上 金物原価 金物利益 副資材売上 副資材原価 副資材利益 材売上計 材原価計 材利益 （利益計） 売上運賃 運賃原価 運賃利益 構造売上計 構造売上原価 構造利益 対比 一般管理費
1 藤原　雄宇様邸 アイフルホーム松阪店様 2020 4 2 426 605 -179 8 336 1.80 36 96,592 35 35,105 35,539 35,466 106,110 76,837 34,190 217,136 -120,544 707,436 670,649 36,787 125,965 119,163 6,802 100,134 95,127 5,007 933,535 884,940 48,595 -71,949 78,003 127,500 -49,497 1,108,130 1,229,576 -121,446 -121,446 34,190

167 鈴木　章子様邸 アイフルホーム松阪店様 2020 4 3 390 217 173 5 204 1.06 34 109,395 35 7,595 32,819 32,751 73,165 70,955 31,573 175,693 -66,298 672,633 637,656 34,977 114,898 108,694 6,204 108,186 102,777 5,409 895,717 849,126 46,591 -19,707 126,056 102,500 23,556 1,131,168 1,127,319 3,849 3,849 31,573
2 滝川　将司様邸 アイフルホーム半田店様 2020 4 4 661 579 82 12 374 1.55 45 172,439 35 32,725 43,758 43,668 120,151 94,607 42,097 256,856 -84,417 767,855 727,927 39,928 132,550 125,392 7,158 126,976 120,627 6,349 1,027,381 973,946 53,435 -30,982 127,234 167,552 -40,318 1,327,054 1,398,354 -71,300 -71,300 42,097
3 松浦　孝裕様邸 アイフルホーム富士宮店様 2020 4 6 535 355 180 16 304 1.17 35 134,753 35 23,555 33,755 33,685 90,995 72,979 32,474 196,447 -61,694 620,640 588,367 32,273 111,205 105,200 6,005 81,102 77,047 4,055 812,947 770,614 42,333 -19,361 147,134 227,630 -80,496 1,094,834 1,194,691 -99,857 -99,857 32,474
4 豊泉　翔未様邸 ヤマグチデザイン様 2020 4 6 569 534 35 10 302 1.77 34 134,521 35 33,390 33,618 33,549 100,557 72,684 32,342 205,583 -71,062 710,475 673,530 36,945 110,062 104,119 5,943 68,897 65,452 3,445 889,434 843,101 46,333 -24,729 129,300 188,000 -58,700 1,153,255 1,236,684 -83,429 -83,429 32,342
5 溝垣　愛真様邸 アイフルホーム掛川店様 2020 4 7 633 663 -30 11 326 2.03 31 146,470 35 36,295 30,654 30,591 97,540 66,276 29,491 193,306 -46,836 750,979 711,928 39,051 104,720 99,065 5,655 76,784 72,945 3,839 932,483 883,938 48,545 1,709 117,900 167,000 -49,100 1,196,853 1,244,244 -47,391 -47,391 29,491
6 小幡　駿様邸 アイフルホーム大津西店様 2020 4 7 691 644 47 12 371 1.74 37 155,239 35 41,720 36,426 36,351 114,497 78,755 35,044 228,296 -73,057 796,128 754,729 41,399 151,142 142,980 8,162 29,014 27,563 1,451 976,284 925,273 51,011 -22,046 105,915 129,000 -23,085 1,237,438 1,282,569 -45,131 -45,131 35,044
7 赤木　翔様邸 アイフルホーム名古屋北店様 2020 4 7 747 544 203 14 331 1.64 35 142,737 35 35,840 34,135 34,065 104,039 73,801 32,839 210,680 -67,943 752,797 713,652 39,145 130,605 123,552 7,053 82,698 78,563 4,135 966,100 915,767 50,333 -17,610 92,776 111,000 -18,224 1,201,613 1,237,447 -35,834 -35,834 32,839
8 中島　崇貴様邸 アイフルホーム春日井店様 2020 4 8 319 590 -271 12 322 1.83 38 146,156 35 33,740 36,767 36,692 107,199 79,493 35,372 222,064 -75,908 646,389 612,777 33,612 116,656 110,357 6,299 80,205 76,195 4,010 843,250 799,328 43,922 -31,986 106,907 108,500 -1,593 1,096,313 1,129,892 -33,579 -33,579 35,372
9 山田　雅之様邸 アイフルホーム岐阜南店様 2020 4 9 581 591 -10 20 319 1.85 37 165,638 35 35,455 35,929 35,855 107,239 77,680 34,565 219,484 -53,846 683,829 648,270 35,559 120,529 114,020 6,509 45,208 42,948 2,260 849,566 805,238 44,328 -9,518 104,469 198,000 -93,531 1,119,673 1,222,722 -103,049 -103,049 34,565
10 細田　欽一様邸 アイフルホーム大垣店様 2020 4 10 200 398 -198 13 236 1.69 30 131,356 35 24,080 29,182 29,122 82,384 63,092 28,074 173,550 -42,194 573,170 543,365 29,805 87,775 83,035 4,740 66,814 63,473 3,341 727,759 689,874 37,885 -4,309 84,851 63,000 21,851 943,966 926,424 17,542 17,542 28,074
11 谷口　友実子様邸 アイフルホーム名古屋中央店様 2020 4 10 646 618 28 12 356 1.74 40 156,265 35 38,780 38,708 38,628 116,116 83,688 37,239 237,042 -80,777 709,170 672,293 36,877 127,246 120,375 6,871 92,098 87,493 4,605 928,514 880,161 48,353 -32,424 112,549 128,000 -15,451 1,197,328 1,245,203 -47,875 -47,875 37,239
166 木村　美順様邸 アイフルホーム名古屋南店様 2020 4 10 561 406 155 10 265 1.53 38 150,473 35 26,600 37,508 37,431 101,540 81,095 36,085 218,719 -68,246 681,289 645,862 35,427 123,319 116,660 6,659 81,712 77,626 4,086 886,320 840,148 46,172 -22,074 109,062 90,030 19,032 1,145,855 1,148,897 -3,042 -3,042 36,085
12 麻　祥大・麻　千尋様邸 アイフルホーム大津西店様 2020 4 11 910 828 82 14 482 1.72 56 224,166 35 50,120 54,347 54,235 158,702 117,500 52,284 328,486 -104,320 1,111,089 1,053,312 57,777 190,984 180,671 10,313 54,575 51,846 2,729 1,356,648 1,285,829 70,819 -33,501 158,022 180,000 -21,978 1,738,836 1,794,315 -55,479 -55,479 52,284
155 小川　誠様邸 アイフルホーム一宮東店様 2020 4 11 279 393 -114 5 225 1.75 31 123,088 35 25,865 30,654 30,591 87,110 66,276 29,491 182,876 -59,788 632,955 600,041 32,914 106,698 100,936 5,762 77,226 73,365 3,861 816,879 774,342 42,537 -17,252 144,624 72,000 72,624 1,084,591 1,029,219 55,372 55,372 29,491
13 柑子木　誠悟様邸 アイフルホーム名古屋中央店様 2020 4 13 568 498 70 10 310 1.61 38 140,597 35 28,420 36,748 36,672 101,840 79,451 35,353 216,644 -76,047 670,519 635,652 34,867 110,035 104,093 5,942 75,922 72,126 3,796 856,476 811,871 44,605 -31,442 106,851 198,000 -91,149 1,103,924 1,226,515 -122,591 -122,591 35,353
14 小林　成司様邸 アイフルホーム掛川店様 2020 4 14 836 353 483 15 351 1.01 34 140,867 35 26,775 33,345 33,277 93,397 72,094 32,080 197,570 -56,703 821,413 778,700 42,713 121,482 114,922 6,560 75,162 71,404 3,758 1,018,057 965,025 53,032 -3,671 128,250 212,000 -83,750 1,287,174 1,374,595 -87,421 -87,421 32,080
15 執行　直樹・増美様邸 アイフルホーム名古屋北店様 2020 4 15 747 611 136 12 342 1.79 32 135,486 35 35,105 31,083 31,019 97,207 67,203 29,903 194,314 -58,828 687,635 651,878 35,757 127,193 120,325 6,868 85,966 81,668 4,298 900,794 853,870 46,924 -11,904 146,648 106,500 40,148 1,182,928 1,154,684 28,244 28,244 29,903
16 中村　優希様邸 アイフルホーム大津西店様 2020 4 15 237 462 -225 8 268 1.72 35 130,334 35 26,460 34,067 33,997 94,523 73,654 32,774 200,950 -70,616 576,366 546,395 29,971 96,180 90,986 5,194 32,287 30,673 1,614 704,833 668,054 36,779 -33,837 99,054 90,000 9,054 934,221 959,004 -24,783 -24,783 32,774
17 渡辺　晴満様邸 アイフルホーム稲沢店様 2020 4 15 270 485 -215 14 272 1.78 31 121,375 35 28,665 30,128 30,066 88,858 65,137 28,984 182,980 -61,605 602,537 571,205 31,332 103,400 97,816 5,584 75,429 71,658 3,771 781,366 740,679 40,687 -20,918 152,027 180,000 -27,973 1,054,768 1,103,659 -48,891 -48,891 28,984
18 小野田　貴行様邸 フィアスホーム可茂店様 2020 4 16 496 961 -465 14 478 2.01 36 197,728 35 56,385 34,769 34,697 125,851 75,171 33,449 234,471 -36,743 900,907 854,060 46,847 160,587 151,915 8,672 24,605 23,375 1,230 1,086,099 1,029,350 56,749 20,006 94,499 105,500 -11,001 1,378,326 1,369,321 9,005 9,005 33,449
19 堀　辰也様邸 (株)纐纈建設様 2020 4 17 1093 561 532 10 496 1.13 43 226,696 35 39,655 41,623 41,537 122,815 89,991 40,043 252,849 -26,153 1,101,013 1,043,760 57,253 194,578 184,071 10,507 31,068 29,515 1,553 1,326,659 1,257,346 69,313 43,160 0 0 0 1,553,355 1,510,195 43,160 43,160 40,043
20 浅田　悠介様邸 ヤマグチデザイン様 2020 4 18 677 624 53 14 357 1.75 38 148,861 35 37,310 36,650 36,575 110,535 79,240 35,259 225,034 -76,173 753,017 713,860 39,157 125,291 118,525 6,766 70,967 67,419 3,548 949,275 899,804 49,471 -26,703 219,336 225,000 -5,664 1,317,472 1,349,839 -32,367 -32,367 35,259
21 市川佑磨・市川夏実様邸 アイフルホーム大津西店様 2020 4 20 357 509 -152 7 344 1.48 44 169,257 35 32,865 42,910 42,822 118,596 92,773 41,281 252,651 -83,394 782,435 741,748 40,687 136,482 129,112 7,370 51,738 49,151 2,587 970,655 920,011 50,644 -32,750 124,768 99,200 25,568 1,264,680 1,271,862 -7,182 -7,182 41,281
22 池野　幹太・有紀様邸 フィアスホーム福井店様 2020 4 20 1354 1092 262 12 548 1.99 68 232,070 35 68,180 66,417 66,281 200,878 143,597 63,897 408,371 -176,301 1,705,529 1,616,841 88,688 263,241 249,026 14,215 17,903 17,008 895 1,986,673 1,882,875 103,798 -72,504 174,045 311,110 -137,065 2,392,788 2,602,357 -209,569 -209,569 63,897
23 布施　篤・法子様邸 矢橋林業(株)住宅部様 2020 4 20 719 693 26 12 403 1.72 51 263,127 35 42,315 49,403 49,302 141,020 106,812 47,528 295,361 -32,234 942,772 893,748 49,024 149,994 141,894 8,100 14,776 14,037 739 1,107,542 1,049,679 57,863 25,629 0 0 0 1,370,669 1,345,040 25,629 25,629 47,528
24 稲田　克将様邸 アイフルホーム瀬戸店様 2020 4 21 392 668 -276 10 406 1.65 50 192,947 35 39,760 48,516 48,416 136,692 104,894 46,675 288,261 -95,314 863,910 818,987 44,923 154,372 146,036 8,336 91,813 87,222 4,591 1,110,095 1,052,245 57,850 -37,464 141,069 90,000 51,069 1,444,111 1,430,506 13,605 13,605 46,675
158 石神　理恵様邸 ヤマグチデザイン様 2020 4 21 406 330 76 9 209 1.58 38 155,861 35 11,550 37,089 37,013 85,652 80,188 35,682 201,522 -45,661 767,456 727,548 39,908 140,286 132,711 7,575 83,718 79,532 4,186 991,460 939,791 51,669 6,008 221,962 162,000 59,962 1,369,283 1,303,313 65,970 65,970 35,682
25 野村マルシオヒトシ様邸 アイフルホーム小牧店様 2020 4 22 309 660 -351 8 305 2.16 34 132,754 35 38,920 33,179 33,111 105,210 71,735 31,920 208,866 -76,112 629,169 596,452 32,717 108,448 102,592 5,856 85,500 81,225 4,275 823,117 780,269 42,848 -33,264 167,427 102,000 65,427 1,123,298 1,091,135 32,163 32,163 31,920
26 鈴木　一輝様邸 アイフルホーム名古屋南店様 2020 4 22 524 625 -101 14 257 2.43 34 132,985 35 36,575 32,926 32,858 102,359 71,187 31,676 205,222 -72,237 667,434 632,727 34,707 111,331 105,319 6,012 77,970 74,072 3,899 856,735 812,118 44,617 -27,620 95,737 90,000 5,737 1,085,457 1,107,340 -21,883 -21,883 31,676
27 井上　正秋様邸 アイフルホーム名古屋西店様 2020 4 23 215 472 -257 10 283 1.67 37 138,759 35 24,710 36,056 35,982 96,747 77,954 34,687 209,388 -70,629 640,738 607,420 33,318 99,107 93,755 5,352 109,577 104,098 5,479 849,422 805,273 44,149 -26,480 104,838 90,000 14,838 1,093,019 1,104,661 -11,642 -11,642 34,687
28 山田　博様邸 アイフルホーム名古屋西店様 2020 4 23 687 755 -68 10 398 1.90 57 207,564 35 43,365 55,965 55,850 155,180 120,999 53,841 330,021 -122,457 931,407 882,974 48,433 143,453 135,707 7,746 134,350 127,633 6,718 1,209,210 1,146,313 62,897 -59,559 162,729 156,000 6,729 1,579,503 1,632,333 -52,830 -52,830 53,841
29 劉　春光・本田麻衣子様邸 矢橋林業(株)住宅部様 2020 4 23 520 552 -32 14 301 1.83 41 205,181 35 31,710 39,566 39,484 110,760 85,543 38,064 234,367 -29,186 744,615 705,895 38,720 114,315 108,142 6,173 15,387 14,618 769 874,317 828,655 45,662 16,477 0 0 0 1,079,498 1,063,021 16,477 16,477 38,064
30 間宮　章仁様邸 アイフルホーム春日井店様 2020 4 24 0 624 -624 8 287 2.17 36 136,838 35 34,440 35,159 35,086 104,685 76,014 33,824 214,524 -77,686 660,122 625,796 34,326 110,176 104,226 5,950 67,325 63,959 3,366 837,623 793,981 43,642 -34,044 102,230 94,000 8,230 1,076,691 1,102,505 -25,814 -25,814 33,824
31 山本　秀紀様邸 アイフルホーム小牧店様 2020 4 24 254 515 -261 12 284 1.81 32 121,517 35 30,065 30,986 30,922 91,972 66,992 29,810 188,774 -67,257 578,114 548,052 30,062 98,367 93,055 5,312 61,407 58,337 3,070 737,888 699,444 38,444 -28,813 156,357 108,500 47,857 1,015,762 996,718 19,044 19,044 29,810
32 堀田　郁美様邸 アイフルホーム春日井店様 2020 4 27 722 723 -1 14 335 2.16 42 156,946 35 37,835 40,775 40,691 119,300 88,157 39,227 246,684 -89,738 685,334 649,697 35,637 114,347 108,172 6,175 156,225 148,414 7,811 955,906 906,283 49,623 -40,115 118,559 94,000 24,559 1,231,411 1,246,967 -15,556 -15,556 39,227
33 稲垣　あさ子様邸 アイフルホーム小牧店様 2020 4 28 197 499 -302 8 237 2.11 25 97,357 35 26,425 23,888 23,839 74,151 51,646 22,981 148,778 -51,421 470,803 446,321 24,482 83,344 78,843 4,501 69,072 65,618 3,454 623,219 590,783 32,436 -18,985 64,925 73,500 -8,575 785,501 813,061 -27,560 -27,560 22,981
34 EPZ0060A 落合　美智子様邸 アイフルホーム沼津店様 2020 4 28 436 620 -184 14 278 2.23 34 149,440 35 32,760 33,218 33,150 99,128 71,820 31,958 202,906 -53,466 598,990 567,843 31,147 90,129 85,262 4,867 203,949 193,752 10,197 893,068 846,856 46,212 -7,254 211,233 346,000 -134,767 1,253,741 1,395,762 -142,021 -142,021 31,958

4月 38棟 1,465 5,923,835 1,291,115 1,428,258 1,425,328 4,144,701 3,087,967 1,374,057 8,606,726 -2,682,891 28,599,069 27,111,917 1,487,152 4,810,492 4,550,725 259,767 2,883,745 2,739,558 144,187 36,293,306 34,402,201 1,891,105 -791,785 4,537,346 4,993,022 -455,676 46,754,487 48,001,948 -1,247,461
平均　38坪/棟 38 153,668 33,492 37,050 36,974 107,516 80,104 35,644 223,264 -69,596 741,880 703,302 38,578 124,787 118,049 6,739 74,806 71,066 3,740 941,473 892,417 49,057 -20,539 117,702 129,522 -11,821 1,212,844 1,245,204 -32,360

35 EPZ0153A 川西　功一様邸 アイフルホーム掛川店様 2020 5 1 978 1107 -129 12 553 2.00 66 255,250 35 62,615 63,931 63,800 190,345 138,222 61,505 390,072 -134,822 1,243,048 1,178,410 64,638 201,142 190,280 10,862 77,896 74,001 3,895 1,522,086 1,442,691 79,395 -55,427 373,748 269,000 104,748 2,151,084 2,101,763 49,321 49,321 61,505
36 徳村　典秋様邸 アイフルホーム名古屋南店様 2020 5 1 0 383 -383 7 168 2.28 22 80,522 35 18,165 21,128 21,085 60,378 45,680 20,326 126,385 -45,863 385,553 365,504 20,049 56,439 53,391 3,048 75,812 72,021 3,791 517,804 490,917 26,887 -18,976 61,434 71,000 -9,566 659,760 688,302 -28,542 -28,542 20,326
37 米本　周平・早紀様邸 Pomアーキテクトデザイン(株)様 2020 5 1 293 764 -471 10 401 1.91 43 230,187 35 49,350 42,188 42,102 133,640 91,213 40,587 265,440 -35,253 862,968 818,094 44,874 148,224 140,220 8,004 58,928 55,982 2,946 1,070,120 1,014,295 55,825 20,571 0 0 0 1,300,307 1,279,736 20,571 20,571 40,587
38 EQ30108A 岩田　聰様邸 アイフルホーム一宮東店様 2020 5 2 181 432 -251 12 213 2.03 28 104,704 35 22,750 26,988 26,933 76,671 58,349 25,964 160,984 -56,280 480,985 455,974 25,011 81,046 76,670 4,376 69,734 66,247 3,487 631,765 598,891 32,874 -23,406 136,184 65,500 70,684 872,653 825,375 47,278 47,278 25,964
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た日報システムであるが、2022年３月現在では、垂井工場、昼飯工場のほぼす
べての工程で作業区分ごとの時間計測が可能になりつつある。その結果として、
加工時間という生産管理情報が会計数値と連動し、案件ごとの収支状況が見え
る化されるようになった。
　これまでの進捗として、生産管理と管理会計が連携しつつある。生産現場の
改善効果について月次での金額推移として把握できるものが増えた。たとえば、
前述の頻発停止防止では、改善実施後の2021年８月以降に停止回数の減少とと
もに直接労務費の低減が測定された。
　月次で改善効果金額の測定が可能になれば、改善活動を進める現場力PJのモ
チベーション向上にも資する。会計PJの重要な意義がここにある。将来的には、
これらの数値と財務数値を比較することで、月ごとのリソース状況の把握と有
効活用が可能になることも期待されている。

④　会計PJ：運賃課題の連関図
　前章で挙げた会計PJの取組みの中で、運賃に関わる課題を網羅的に挙げて、
それらについて生産現場における改善活動のツールである連関図を用いて分析
するという試みがなされた。図表11はその成果である。

図表11　プレカット材運賃に関わる課題分析の連関図
Ｙ社提供資料

　図表11にあるように、運賃に関わる価格変動は、社内外にわたる多数の要因
から生じていることが明らかになった。この活動は、問題の所在を明らかにし、
その要因を推定することに役立ったが、それだけでなく、経理担当者等の本社
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図 表 1 0 に 示 さ れ る 各 項 目 を 整 理 し て 邸 別 原 価 表 の 枠 組 み が 構 築 さ れ た 。 そ

の 枠 組 み を も と に ， 随 時 ， 必 要 デ ー タ が 蓄 積 さ れ た 。 特 に 重 要 な 基 礎 情 報 で あ

る 時 間 デ ー タ は ， 新 た な 構 築 し た 「 日 報 シ ス テ ム 」 の 適 用 範 囲 が 拡 大 さ れ ， 運

用 が 精 緻 化 さ れ る 都 度 ， そ の 正 確 性 を 増 し た 。 当 初 ， １ 工 程 に 絞 っ て ト ラ イ さ

れ た 日 報 シ ス テ ム で あ る が ， 2 0 2 2 年 3 月 現 在 で は ，垂 井 工 場 ，昼 飯 工 場 の ほ ぼ

す べ て の 工 程 で 作 業 区 分 ご と の 時 間 計 測 が 可 能 に な り つ つ あ る  。 そ の 結 果 と

し て ， 加 工 時 間 と い う 生 産 管 理 情 報 が 会 計 数 値 と 連 動 し ， 案 件 ご と の 収 支 状 況

が 見 え る 化 さ れ る よ う に な っ た 。

こ れ ま で の 進 捗 と し て ， 生 産 管 理 と 管 理 会 計 が 連 携 し つ つ あ る 。 生 産 現 場 の

改 善 効 果 に つ い て 月 次 で の 金 額 推 移 と し て 把 握 で き る も の が 増 え た 。た と え ば ，

前 述 の 頻 発 停 止 防 止 に つ い て ， 改 善 前 と 改 善 後 の 比 較 で 原 価 率 1 2 ポ イ ン ト の

改 善 効 果 が 測 定 さ れ た 。 月 次 で 改 善 効 果 金 額 の 測 定 が 可 能 に な れ ば ， 改 善 活 動

を 進 め る 現 場 力 P J の モ チ ベ ー シ ョ ン 向 上 に 資 す る 。 会 計 P J の 重 要 な 意 義 が こ

こ に あ る 。 将 来 的 に は ， こ れ ら の 数 値 と 財 務 数 値 を 比 較 す る こ と で ， 月 ご と の

リ ソ ー ス 状 況 の 把 握 と 有 効 活 用 が 可 能 に な る こ と も 期 待 さ れ て い る 。  

④ 会 計 P J： 運 賃 課 題 の 連 関 図

前 章 で 挙 げ た 会 計 P J の 取 組 み の 中 で ，運 賃 に 関 わ る 課 題 を 網 羅 的 に 挙 げ て ，

そ れ ら に つ い て 生 産 現 場 に お け る 改 善 活 動 の ツ ー ル で あ る 連 関 図 を 用 い て 分 析

す る と い う 試 み が な さ れ た 。 図 表 1 1 は そ の 成 果 で あ る 。  

図 表 1 1  プ レ カ ッ ト 材 運 賃 に 関 わ る 課 題 分 析 の 連 関 図  
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管理部門と工場の実務担当者との間でのコミュニケーションが密になり、課題
解決への意欲が醸成された。

⑤　会計PJ：全費用のコスト・ビヘイビアー分析
　最後にもうひとつ、第二著者である本学の修士課程大学院生が第３フェーズ
の途中から参画して行ったＹ社の費用全体についてのコスト・ビヘイビァー分
析についても挙げておきたい。Ｙ社にご提供いただいたすべての費用について、
勘定科目ごとに回帰分析を行った。これにより、従来の会計テキストに記載さ
れてきた固定費・変動費に関するコスト・ビヘイビアーの類型以外にも実務な
らではの個別の動きがあることが判明した。また、分析結果にもとづいてＹ社
管理担当者とディスカッションを行うことにより、主要費目以外の経費を含め、
改善可能性のある費目を特定することができた（グェン［2022］）。

　ここに挙げた活動の成果は、ようやく成果が見られ始めたばかりではあるが、
原価プロジェクトの活動は継続中であるためさらなる進展が期待できる。度重
なるコロナ禍がその進捗に若干の影響を与えてはきたが、今後はさらに活動を
進化・拡大していく見込みである。また、2022年度には、Ｙ社のご協力を得て、
これらの活動成果および学術的貢献について国内外で報告を行い、また、ジャー
ナル等への投稿を行う予定である。

Ⅴ　本活動事例からの若干の考察

　本活動のきっかけは、もともと矢橋HDの求人活動の一環として、愛知工業
大学経営学部のキャンパスを訪問され、それを受けて筆者が当時の指導大学院
生を連れて同社の企業見学に伺ったことであった。その際に、同社代表取締役
社長である矢橋龍宣氏の深いご知見と同社の経営理念に触れ、かつ、同社が認
識されている環境変化の影響と課題について伺う機会を得た。同時に、筆者の
専門である管理会計分野の研究、およびライフワークでもあるTPS研究につい
て紹介する機会を得た。そのご縁により同社での原価プロジェクトを立ち上げ
るに至ったのがはじまりである。その意味でも、本活動は最初から研究と地域
貢献がミックスしたものであったが、さらに、指導大学院生の途中参画により
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教育活動にもつながったという経緯がある。
　筆者はここまで京都大学の上總康行名誉教授のご指導とご協力を得て、共同
研究によりGKCを提唱してきており、その理論を実地で検証できることは研
究者としての貴重な機会である。しかし、「はじめに」で述べたとおり、研究
してきた理論をそのまま導入できるわけではなかった。同社における筆者の研
究は、理論の導入研究ではなく、理論を常に意識しながらも実際の現場課題を
ひとつずつ同社メンバーとともに整理・分析し、その解決法を手探りで探求す
るというアクション・リサーチであった。
　リサーチの過程は試行錯誤の連続でもあり、そこにコロナ禍という予定外の
要素も重なったものの、実践活動を通じてしか得られない数々の知見に出会う
ことができている。また、第二著者である本学大学院生は、本プロジェクトの
一環として分析を行った研究成果をもとに2022年３月に修士号を得ることがで
きた３）。その意味において、本事例は、大学に求められる教育・研究・社会貢
献という３つの異なるミッションを融合的に進める試みと考えている。
　本報告は、現在も活動途上であるＹ社原価プロジェクトの概要報告である。
プロジェクトの今後の進展や、活動成果等については他稿に期したい。
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